
ＴＩＰ構法とは 
 



TIP構法 構造体の全景 
 



 
  
 

画期的な耐震構法です 

TIP構法は、東京工芸大学工学部建築学科上西研究室

(構造)での耐震実験をもとに開発された耐震構法で、 

構造力学の原理を活用して、耐震性能を倍増させた在来

軸組み構法です。 

 

「どんな地震・台風にも耐える丈夫な住まいであってほしい」 

そんな願いをこめて開発したTIP構法です。 



ＴＩＰ構法の名称の由来・・・ 
 
1. 構法の特徴でもある、三角形の（Triangular）、 
  接合用（Incorporate）、合板（Plywood） 
  を用いた構法という意味。 
 
2. 東京工芸大学工学部の構造実験室で卒業研究生 
  とともに開発した構法のため、大学の英文名 
  （Tokyo Institute of Polytechnics）のイニシャル 
   をとり ＴＩＰ構法と命名。 



日本ＴＩＰ建築協会とは・・・ 
 
 

ＴＩＰ構法の健全な発展と広範な普及を図る目的のため 
１９９３年（平成５年）ＴＩＰ構法愛好者（工務店・大工）
からの要望により設立された団体。 
 
目的は、国民の豊かな住生活の向上並びに木造住宅産業の 
発展に寄与するために、ＴＩＰ構法住宅の普及と健全な発展
を図ることです。 
 
ＴＩＰ構法の普及が我が国の伝統文化である在来軸組構法の 
復権につながり、ひいては荒廃が懸念されている、林業の活
性化の一助になることを願っています。  



TIP構法「5つの特徴」 
 



ラーメン構法 トラス構法 

建 物 構 法 模 式 図 



https://youtu.be/iwvPm3gvGY4 

https://youtu.be/iwvPm3gvGY4
https://youtu.be/iwvPm3gvGY4
https://youtu.be/iwvPm3gvGY4


ＴＩＰ構法耐震壁 

詳細図例 

筋かい端部に 
クリアランス 



 
 

 

公庫標準仕様 

ＴＩＰ標準仕様 

土台・柱：105×105 胴差：105×105 
下地板：80×11 筋かい：45×90 



公庫高耐力仕様 

ＴＩＰ高耐力仕様 

土台・柱：120×120 胴差：120×300,120 
下地板：80×11 筋かい：45×120 (公庫 90角） 



公庫標準仕様 ＴＩＰ標準仕様 公庫高耐力仕様 ＴＩＰ高耐力仕様 

    標準仕様・高耐力仕様 実大試験体の荷重変位曲線 
【公庫vsTIP】 標準：筋かい 45×90 高耐力：筋かい 公庫90角 
                           TIP：45×120 



TIP構法の新技術と効果 

❶ 筋かいと補強ガセットの使用によりトラス構法とラーメン構法 
  を併用するので、耐震性能が著しく増大します。 
 
❷    筋かい端部を補強ガセットプレートと釘で接合し、釘のせん断 
  耐力で力を伝えるので圧縮にも引張にも利く筋かいになります。 
 
❸    筋かい端部に設けるクリアランスの効果で、筋かいの折損及び 
  筋かいによる柱の引き抜き・横架材の突上げが緩和されます。 
 
❹ 下地板を斜め45度に張るので、耐震性能が増大するほか、 
  復元性が大きいので、地震後、元の状態に戻りやすくなります。 
  また斜め張りは横揺れの他に縦揺れに対しても有効です。 
 
⭐ TIP構法は上記の総合効果により、想定をはるかに上回る 
  『強度』と『粘り強さ』があります。 
 





特 記 仕 様 書 



チェックシート 







ステンレス製 





下地板斜め張りと構造用合板張りの荷重変形線
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ラス下地板斜め張り軸組の面内せん断試験 
  日本住宅・木材技術センター試験研究所2000.11.30 

加力前の試験体 加力後の試験体 除力後の試験体 

【 粘り強さ・復元力 】 





https://youtu.be/faa9z9TZzU4 

https://youtu.be/faa9z9TZzU4


ＴＩＰ構法について 

いかがでしたでしょうか 

ぜひご検討ください！ 


